
(57)【要約】

【課題】共通駆動回路として機能する従来の第３ドライ

ブ回路を使用せずに、共通電圧の降下及び時間遅延によ

る影響を防止する。共通電圧信号の時間遅延により発生

する歪みを計算して補償する。

【解決手段】スキャン配線124と、データ配線123と、薄

膜トランジスタ121と、画素電極150と、スキャン配線12

4と平行に表示領域の外側部に配置された単一共通配線1

00と、単一共通配線100に設けられた第１連結端子130と

を含む。共通線１００は、シルバードット１３０及び１

３１を通して共通電極１１４に接続している。第２共通

パッド２１０ｂは第１共通パッド２１０ａに接続されず

、入力共通電圧及び出力共通電圧を検出することはなん

ら妨害を受けないので、第２共通パッド２１０ｂに印加

される共通電圧の波形を計算することができる。表示領

域の中心部で生じる共通電圧波形の歪みあるいは共通電

圧の降下電圧の量を正確に計算することができる。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 能 動 素 子 及 び 画 素 電 極 と 、 前 記 能 動 素 子 に 接 続 さ れ た デ
ー タ 配 線 及 び ス キ ャ ン 配 線 と 、 前 記 マ ト リ ク ス 状 配 列 の 行 方 向 又 は 列 方 向 に 沿 っ て 表 示 領
域 縁 の 一 方 の 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 共 通 配 線 （ １ ０ ０ ） と を 含 む 第 １ 基 板 と 、
　 前 記 画 素 電 極 と 対 向 す る 共 通 電 極 （ １ １ ４ ） を 含 む 第 ２ 基 板 と を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に
お い て 、
　 前 記 共 通 電 極 に 共 通 電 位 を 供 給 す る た め に 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 は 第 １ パ ッ ド （ 図 ５ － ２
１ ０ ａ 又 は 図 ８ － ２ １ ０ ｂ ） に 接 続 さ れ そ し て 少 な く と も 表 示 領 域 の 左 ・ 右 又 は 上 ・ 下 の
箇 所 で 前 記 共 通 電 極 に 接 続 さ れ 、
　 表 示 領 域 の 前 記 第 １ 共 通 配 線 の 配 置 さ れ て い な い 側 の 箇 所 に 、 前 記 共 通 電 極 に 接 続 し て
い る が 前 記 共 通 配 線 に 接 続 さ れ て い な い 第 ２ パ ッ ド （ 図 ５ － ２ １ ０ ｂ 、 図 ８ － ２ １ ０ ａ ）
を 有 し て お り 、 及 び
　 前 記 共 通 電 圧 が 前 記 第 １ パ ッ ド 又 は 前 記 第 ２ パ ッ ド に 印 加 さ れ た と き 、 前 記 第 １ パ ッ ド
と 前 記 第 ２ パ ッ ド と の 間 の 電 圧 差 に 基 い て 、 前 記 共 通 電 極 内 で 発 生 さ れ る 電 圧 降 下 ま た は
遅 延 量 が 測 定 さ れ る よ う 構 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 共 通 配 線 は 、 前 記 表 示 領 域 の 底 面 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 共 通 配 線 は 、 前 記 表 示 領 域 の 右 側 に 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 共 通 電 極 と 前 記 第 １ 共 通 配 線 を 接 続 す る た め に 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 に 設 置 さ れ た 少 な
く と も 一 つ の 連 結 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 連 結 部 材 の う ち の 少 な く と も い ず れ か が 、 シ ル バ ー ド ッ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ 共 通 配 線 （ 図 ９ － １ ０ ０ ） と 分 離 形 成 さ れ て 、 前 記 第 ２ パ ッ ド （ 図 ９ － ２ １ ０ ｂ
） に 接 続 さ れ た 第 ２ 共 通 配 線 （ 図 ９ － １ １ ０ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ 共 通 配 線 は 前 記 画 面 領 域 の 底 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 共 通 配 線 は 前 記 画 面
領 域 の 右 側 に 沿 っ て 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 ２ 共 通 配 線 は 、 前 記 第 ２ 共 通 配 線 を 前 記 共 通 電 極 に 連 結 す る た め の 複 数 の 連 結 端 子
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 １ 共 通 配 線 は 、 前 記 デ ー タ 配 線 と 略 平 行 に 延 長 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 ２ 共 通 配 線 は 、 前 記 ス キ ャ ン 配 線 と 略 平 行 に 延 長 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 １ 共 通 配 線 は 、 共 通 電 極 に 接 続 さ れ た 互 い に 分 離 形 成 さ れ た 少 な く と も 二 つ の セ グ
メ ン ト か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 第 １ 共 通 配 線 の セ グ メ ン ト 上 に 少 な く と も 一 つ の シ ル バ ー ド ッ ト を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 第 ２ 共 通 配 線 は 、 共 通 電 極 に 接 続 さ れ た 互 い に 分 離 形 成 さ れ た 少 な く と も 二 つ の セ グ
メ ン ト か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 第 ２ 共 通 配 線 の セ グ メ ン ト 上 に 少 な く と も 一 つ の シ ル バ ー ド ッ ト を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 共 通 電 圧 の 印 加 時 に 遅 延 時 間 の た め に 生 ず る 共 通 電 圧 の 歪 み を 発 見 す る こ と
が 出 来 る 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 に 関 す る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 共 通 ド ラ イ ブ 装 置 を 必 要 と せ ず
に 、 そ の よ う な 歪 み が 補 正 さ れ る よ う に 共 通 電 圧 の 歪 み の 量 を 検 出 で き る よ う に 構 成 さ れ
た 共 通 配 線 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 板 11と 下 板 10の 二 つ の 透 明 基 板 と 、 前 記 上
板 11と 前 記 下 板 10と の 間 に 注 入 さ れ る 液 晶 15を 含 む 。 前 記 下 板 10上 に は 複 数 個 の ス キ ャ ン
配 線 24と 複 数 個 の デ ー タ 配 線 23が 互 い に 直 交 す る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 前 記 ス キ ャ ン 配
線 24と 前 記 デ ー タ 配 線 23の 交 差 部 に は 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 21と 画 素 電 極 20が 形 成 さ れ て い る
。 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 21は ゲ ー ト 電 極 25、 ソ ー ス 電 極 27及 び ド レ イ ン 電 極 29か ら 構 成 さ
れ て い る 。 各 々 の 前 記 ゲ ー ト 電 極 25は 前 記 一 つ の ス キ ャ ン 配 線 24に 連 結 さ れ て お り 、 各 々
の 前 記 ソ ー ス 電 極 27は 前 記 一 つ の デ ー タ 配 線 23に 連 結 さ れ て お り 、 又 各 々 の 前 記 ド レ イ ン
電 極 29は 各 々 の 画 素 電 極 20に 連 結 さ れ て い る 。 図 １ に は 図 示 し な い が 、 前 記 ス キ ャ ン 配 線
24の 一 端 は ス キ ャ ン 駆 動 ICの 出 力 電 極 に 連 結 さ れ て お り 、 各 々 の 前 記 デ ー タ 配 線 23の 一 端
は デ ー タ 駆 動 ICの 出 力 電 極 に 連 結 さ れ て い る 。 追 加 に 前 記 下 板 10に は 外 部 装 置 か ら 印 加 さ
れ た 共 通 信 号 が 流 れ る 共 通 配 線 の 一 部 を 形 成 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 前 記 上 板 11は 共 通 電 極 14及 び カ ラ ー フ ィ ル タ ー 13か ら 構 成 さ れ て い
る 。 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ ー 13は 、 赤 (Red)、 緑 (Green)、 青 (Blue)の 三 つ の フ ィ ル タ ー か ら
構 成 さ れ て お り 、 前 記 下 板 10の 前 記 画 素 電 極 20に 対 向 さ れ る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 前 記
共 通 電 極 14は 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ ー 13上 に 形 成 さ れ て い る 。 一 般 に 前 記 共 通 電 極 14は 、 前
記 上 板 11の 主 表 面 の 一 つ を 覆 う 一 体 物 で 形 成 さ れ て い る 。 又 は 、 デ ー タ 配 線 23、 も し く は
ス キ ャ ン 配 線 24に 沿 っ て 配 列 さ れ た 線 状 の 複 数 個 で 形 成 さ れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 又 、 前 記 上 板 10及 び 前 記 下 板 10の 間 に 注 入 さ れ た 前 記 液 晶 物 質 15の 分 子 配 列 方 向 は 、 前
記 画 素 電 極 20と 前 記 共 通 電 極 14の 間 の 電 圧 差 に よ っ て 変 化 さ れ る 。 前 記 ス キ ャ ン 配 線 24に
ス キ ャ ン 電 圧 が 印 加 さ れ る 時 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 21は 前 記 ゲ ー ト 電 極 25に 印 加 さ れ た
電 圧 に よ っ て 導 通 (on)さ れ る 。 こ の 際 、 前 記 デ ー タ 配 線 23に 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 は 前 記
ド レ イ ン 電 極 29に 連 結 さ れ た 前 記 画 素 電 極 20に 前 記 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る よ う に 前 記 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ 21の ソ ー ス 電 極 27か ら ド レ イ ン 電 極 29に 送 ら れ る 。 従 っ て 、 前 記 共 通 電 極
14と 前 記 画 素 電 極 20間 に 電 圧 差 が 発 生 す る 。 液 晶 物 質 の 分 子 配 列 方 向 の 変 化 に よ っ て 前 記
液 晶 表 示 装 置 が 表 示 装 置 と し て 機 能 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ は 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て の 共 通 電 極 の 従 来 構 造 を 示 す 。 図 ２ 及 び 図 ３ を
参 照 し 、 前 記 ス キ ャ ン ド ラ イ バ IC55の 前 記 共 通 パ ッ ド 59a、 59b及 び 前 記 デ ー タ ド ラ イ バ IC
56は 、 前 記 上 板 11上 に 形 成 さ れ た 前 記 共 通 電 極 14に 、 前 記 下 板 10の た め の 共 通 電 圧 を 印 加
す る 。 前 記 共 通 電 圧 が 前 記 シ ル バ ー ド ッ ト （ Ag dot） 40を 通 し て 前 記 共 通 電 極 14に 供 給 さ
れ る よ う に シ ル バ ー ド ッ ト 40は 、 前 記 共 通 電 極 14と ス キ ャ ン ド ラ イ バ IC共 通 パ ッ ド 59a及
び デ ー タ ド ラ イ バ IC共 通 パ ッ ド 59bが 接 触 す る 前 記 下 板 10の ４ 隅 部 に 各 々 位 置 さ れ て い る
。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 述 し た 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 シ ル バ ー ド ッ ト の 近 く に 位 置 し た 前 記 共 通
電 極 14の 一 部 で 発 生 さ れ る 共 通 電 圧 の 波 形 は 、 前 記 シ ル バ ー ド ッ ト の 遠 く に 位 置 し た 前 記
共 通 電 極 14の 一 部 で 発 生 す る 共 通 電 圧 の 波 形 と 違 う （ 以 下 、 こ の 明 細 書 に お い て 、 こ の 違
い を 「 共 通 電 圧 の 歪 み 」 あ る い は 「 歪 曲 」 と 表 現 す る ） 。 前 記 波 形 の 差 は 、 前 記 共 通 電 極
14の 抵 抗 に よ っ て 前 記 共 通 電 圧 の 信 号 が 遅 延 さ れ る た め に 発 生 す る 信 号 遅 延 に よ る 。 従 っ
て 、 前 記 共 通 電 極 14を 制 御 す る た め の 第 ３ ド ラ イ ブ IC57を 設 置 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ３ 駆 動 回 路 ５ ７ を 使 用 せ ず に 前 記 問 題 点 を 解 決 す る た め の 、 図 ４ に 示 し た 米 国 特 許 No
.5,311,342の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 延 長 さ れ た 共 通 線 ３ ０ は 、 LCDの マ ト リ ッ ク ス 表 示 部 の
２ つ の 近 接 す る 側 面 部 に 沿 っ て 連 続 的 に 形 成 さ れ て い る 。 延 長 さ れ た 共 通 電 極 線 ３ ０ は 、
図 ４ の マ ト リ ッ ク ス 部 の 下 左 隅 に 位 置 す る ス キ ャ ン パ ッ ド 部 か ら 図 ３ の マ ト リ ッ ク ス 部 の
上 右 隅 に 位 置 す る デ ー タ パ ッ ド 部 へ 連 続 的 に 延 び る マ ト リ ッ ク ス 表 示 部 を 囲 み 、 ス キ ャ ン
バ ッ ド 部 及 び デ ー タ パ ッ ド 部 が 互 い に 接 続 さ れ る よ う に し て い る 。 下 パ ネ ル １ ０ に 形 成 さ
れ た 共 通 線 ３ ０ と 、 図 ３ の 点 線 の 正 方 形 で 示 さ れ た 上 パ ネ ル １ １ に 形 成 さ れ た 共 通 電 極 １
４ は 、 シ ル バ ー ド ッ ト ４ ０ を 通 し て 互 い に 接 続 さ れ て い る 。 加 え て 、 共 通 線 と は 分 離 し て
形 成 さ れ た 導 電 性 配 線 ５ ０ は 、 共 通 電 圧 の 時 間 遅 れ を 減 少 さ せ る た め に 、 共 通 電 極 １ ４ に
接 続 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 米 国 特 許 第 5,311,342に 記 述 さ れ た 構 造 は 、 図 ４ の マ ト リ ッ ク ス 部 の 下
左 隅 に 位 置 す る ス キ ャ ン ド ラ イ バ IC共 通 パ ッ ド 59aか ら 図 ４ の マ ト リ ッ ク ス 部 の 上 右 隅 に
位 置 す る デ ー タ ド ラ イ バ IC共 通 パ ッ ド 59bへ 延 長 さ れ た 共 通 線 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 問 題
が 生 じ る 。 共 通 線 ３ ０ が デ ー タ パ ッ ド 部 と ス キ ャ ン パ ッ ド 部 の 間 に 連 続 的 に 延 び て い る た
め に 、 表 示 領 域 の 中 心 の 共 通 電 圧 の 遅 延 時 間 の 正 確 な 量 を 検 出 す る こ と が で き な い 。 そ の
た め 、 時 間 遅 延 か ら 生 じ る 共 通 電 圧 の 降 下 電 圧 の 量 を 計 算 す る こ と が で き な い 。 降 下 電 圧
を 計 算 で き な い の で 、 降 下 電 圧 を 補 償 及 び 補 正 す る 方 法 が な い 。 こ れ ら の 問 題 の た め に 、
図 ４ に 示 さ れ る 装 置 に よ り 表 示 さ れ る 画 像 に フ リ ッ カ が 発 生 し た り 、 図 ４ の 装 置 に 表 示 さ
れ る 画 像 の コ ン ト ラ ス ト 及 び 輝 度 が 均 一 で な く な っ た り す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 前 記 共 通 電 極 の 縁 部 分 と 中 央 部 分 か ら 発 生 す る 信 号 遅 延 を 正 確 に 把 握 す る こ と
が 出 来 る 共 通 電 圧 配 線 の 構 造 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 共 通 駆 動 回 路 と し て 機 能 す る 第 ３ ド ラ イ ブ 回 路 を 使 用 せ ず に 、 共 通 電
圧 の 歪 曲 量 、 又 は 時 間 遅 延 を 防 止 す る た め の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 、 本 発 明 は 、 前 記 共 通 配 線 に 印 加 さ れ た 共 通 電 圧 の 歪 曲 を 補 償 し 、 共 通 配 線 と 共 通 電
極 で 共 通 電 圧 信 号 の 時 間 遅 延 か ら 発 生 す る 共 通 電 圧 の 歪 曲 量 を 計 算 す る た め に 配 列 さ れ た
液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た
複 数 の 能 動 素 子 及 び 画 素 電 極 と 、 前 記 能 動 素 子 に 接 続 さ れ た デ ー タ 配 線 及 び ス キ ャ ン 配 線
と 、 前 記 マ ト リ ク ス の 略 中 央 部 で 共 通 電 圧 信 号 の 電 圧 降 下 あ る い は 遅 延 の 少 な く と も い ず
れ か を 測 定 す る た め の 単 一 共 通 配 線 と を 含 む 第 １ 基 板 と 、 前 記 画 素 電 極 と 対 向 す る 共 通 電
極 を 含 む 第 ２ 基 板 と を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 共 通 電 極 に 共 通 電 位 を 供 給 す る
た め に 、 前 記 単 一 共 通 配 線 は 少 な く と も 前 記 共 通 電 極 の 端 子 の う ち の 少 な く と も １ つ に 接
続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 能 動 素 子 及 び
画 素 電 極 と 、 前 記 能 動 素 子 に 接 続 さ れ た デ ー タ 配 線 及 び ス キ ャ ン 配 線 と 、 前 記 画 素 電 極 を
含 む 液 晶 表 示 領 域 の ４ つ の 側 の た か だ か １ つ に 沿 っ て 延 長 さ れ 、 前 記 マ ト リ ク ス の 略 中 央
部 で 共 通 電 圧 信 号 の 電 圧 降 下 あ る い は 遅 延 の 少 な く と も い ず れ か を 測 定 す る た め の 単 一 共
通 配 線 と 、 前 記 単 一 共 通 配 線 上 に 設 け ら れ た 少 な く と も １ つ の 連 結 部 材 と を 含 む 下 板 と 、
前 記 連 結 部 材 を 通 し て 前 記 単 一 共 通 配 線 に 接 続 さ れ る 共 通 電 極 を 含 む 上 板 と を 備 え る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 能 動 素 子 及 び
画 素 電 極 と 、 前 記 能 動 素 子 に 接 続 さ れ た デ ー タ 配 線 及 び ス キ ャ ン 配 線 と 、 前 記 画 素 電 極 を
含 む 液 晶 表 示 領 域 を 囲 む よ う に 設 け ら れ た 第 １ 共 通 配 線 及 び 第 ２ 共 通 配 線 と 、 前 記 第 １ 共
通 配 線 及 び 第 ２ 共 通 配 線 上 に 設 け ら れ た 複 数 の 連 結 部 材 と を 含 む 下 板 と 、 前 記 複 数 の 連 結
部 材 を 通 し て 前 記 第 １ 共 通 配 線 及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 に 接 続 さ れ る 共 通 電 極 を 含 む 上 板 と
を 備 え 、 前 記 マ ト リ ク ス の 略 中 央 部 で 生 じ る 共 通 電 圧 信 号 の 電 圧 降 下 あ る い は 遅 延 の 少 な
く と も い ず れ か を 測 定 す る た め に 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 は 互 い に 離 隔
し て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 構 造 を 図 ５ R>５ 及 び 図 ６ を 用 い て 次 の 如 く 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ は 、 複 数 個 の ス キ ャ ン 配 線 124と 複 数 個 の デ ー タ 配 線 123と を 含 み
、 前 記 ス キ ャ ン 配 線 124と 前 記 デ ー タ 配 線 123と の 各 々 交 差 点 で 形 成 さ れ て い る 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ 121と 画 素 電 極 150を 有 す る 表 示 領 域 を 含 む 。 又 本 実 施 の 形 態 は 、 前 記 ス キ ャ ン 配 線
124と 平 行 に 前 記 表 示 領 域 の 外 側 部 に 配 置 さ れ た 単 一 共 通 配 線 100を 加 え て 含 む 。 図 ５ に 示
す よ う に 、 前 記 単 一 共 通 配 線 100は 、 前 記 表 示 領 域 の 底 面 に 配 置 さ れ 、 前 記 表 示 領 域 の 下
左 隅 部 に 位 置 し た 第 １ 共 通 パ ッ ド 210aに 連 結 さ れ て い る 。 追 加 に 、 前 記 単 一 共 通 配 線 100
に 沿 っ た 一 部 に 、 好 ま し く は シ ル バ ー ド ッ ト か ら 構 成 さ れ る 第 １ 連 結 端 子 130が 配 置 さ れ
て い る 。 第 ２ 連 結 パ ッ ド 210bは 前 記 表 示 領 域 の 上 右 隅 部 に 位 置 さ れ る が 、 前 記 単 一 共 通 配
線 100に は 連 結 さ れ て い な い 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 下 板 １ １ ２ 上 に 形 成 さ れ た 共 通 線 １ ０
０ は 、 シ ル バ ー ド ッ ト １ ３ ０ 及 び １ ３ １ を 通 し て 前 記 上 板 １ １ １ に 形 成 さ れ た 共 通 電 極 １
１ ４ に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 単 一 共 通 配 線 100は 、 下 左 隅 の 第 １ 連 結 端 子 １ ３ ０ か ら 、 表 示 領 域 の 下 側 に 沿 っ て
、 第 １ 連 結 端 子 １ ３ ０ が 位 置 す る そ の 下 右 隅 へ 延 長 さ れ る 。 電 圧 信 号 の 歪 曲 を 減 ら す た め
に 前 記 信 号 共 通 配 線 100に 沿 っ て 前 記 第 １ 連 結 端 子 は 幾 つ で も 形 成 す る こ と が 出 来 る 。 図
５ に 示 す よ う に 、 前 記 信 号 共 通 配 線 100は 前 記 表 示 領 域 の 右 側 に 沿 っ て 延 長 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 共 通 電 極 114は 、 従 来 の 画 素 電 極 14の 同 様 に 前 記 上 板 に 形 成 さ れ て い る 。 前 記 共 通 電 極 1
14は 、 前 記 単 一 共 通 配 線 100を 通 し て 前 記 表 示 領 域 の 下 右 隅 部 に 形 成 さ れ た 前 記 第 １ 連 結
端 子 130に 連 結 さ れ て い る 。 又 、 前 記 共 通 電 極 114は 、 共 通 電 圧 を 供 給 す る た め に 前 記 第 １
共 通 パ ッ ド 210a及 び 第 ２ 共 通 パ ッ ド 210bに 連 結 さ れ て い る 。 前 記 共 通 電 極 114は 、 入 力 す
る 共 通 電 圧 信 号 の 遅 延 時 間 を 減 ら す た め に 形 成 さ れ て い る 導 電 配 線 120に 連 結 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 が 最 終 的 に 製 品 と し て 組 み 立 て ら れ る 前 、 前 記 第 １ 共 通 パ ッ ド 210aを
通 し て 前 記 単 一 共 通 配 線 100に 共 通 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 そ し て 、 前 記 共 通 電 圧 が 前 記 共 通
電 極 114に 印 加 さ れ 、 最 終 に 前 記 第 ２ 連 結 端 子 131を 通 し て 前 記 第 ２ 共 通 パ ッ ド 210bに 印 加
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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実 施 の 形 態 １ ．



　 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 記 単 一 共 通 配 線 100の 構 造 及 び 配 列 に 関 し て 、 前 記 単 一 共 通 配 線 1
00は 、 前 記 表 示 領 域 の 右 側 に 沿 っ て 延 長 さ れ ず 、 又 前 記 表 示 領 域 の 上 右 側 に 位 置 さ れ た 前
記 第 ２ 共 通 パ ッ ド 210bに 延 長 さ れ な い 。 こ の よ う な 配 列 の 結 果 、 共 通 線 が 第 １ 及 び 第 ２ の
間 に 連 続 的 に 延 び て 共 通 パ ッ ド を 互 い に 接 続 し た 先 行 技 術 と は 異 な り 、 第 ２ 共 通 パ ッ ド ２
１ ０ ｂ は 第 １ 共 通 パ ッ ド ２ １ ０ ａ に 接 続 さ れ ず 、 こ れ に よ り 、 入 力 共 通 電 圧 及 び 出 力 共 通
電 圧 を 検 出 す る こ と は な ん ら 妨 害 を 受 け な い の で 、 第 ２ 共 通 パ ッ ド ２ １ ０ ｂ に 印 加 さ れ る
共 通 電 圧 の 波 形 は 、 計 算 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 図 ５ に 示 す よ う な 本 発 明 の 実 施 の 形
態 で の 入 力 共 通 電 圧 を 検 出 す る 第 １ 共 通 パ ッ ド 及 び 出 力 共 通 電 圧 を 検 出 す る 第 ２ 共 通 パ ッ
ド を 使 う こ と に よ り 、 表 示 領 域 の 中 心 部 で 生 じ る 共 通 電 圧 波 形 の 歪 み あ る い は 共 通 電 圧 の
降 下 電 圧 の 量 を 正 確 に 計 算 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 検 出 さ れ 計 算 さ れ た 正 確 な 共 通
電 圧 の 歪 み の 量 に 対 す る 補 償 の た め の 装 置 は 、 導 電 性 配 線 １ ２ ０ に 接 続 で き る と と も に 、
共 通 電 圧 歪 み に 対 す る 補 償 す る 電 圧 の 補 正 量 を 供 給 す る た め に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 従 っ て 、 図 ５ に 示 す 前 記 単 一 共 通 配 線 100は 、 図 ４ に 示 す 従 来 装 置 の 問 題 点 を 解 決 し 、
さ ら に 従 来 に 第 ３ 駆 動 回 路 と し て 機 能 し た 第 ３ ド ラ イ ブ 回 路 の 要 求 を な く し 、 前 記 単 一 共
通 配 線 100に よ り 前 記 第 １ 共 通 パ ッ ド 210aに 印 加 さ れ た 共 通 電 圧 及 び 第 ２ 共 通 バ ッ ド 210b
に 印 加 さ れ た 出 力 共 通 電 圧 を 検 出 す る こ と が で き 、 印 加 さ れ る 及 び 計 算 さ れ る 出 力 共 通 電
圧 の 間 の 相 違 を 許 容 し 、 共 通 電 極 １ １ ４ に 接 続 さ れ る 導 電 性 線 １ ２ ０ を 介 し て 共 通 電 極 に
補 償 電 圧 を 供 給 す る こ と に よ り 、 共 通 電 圧 の 歪 み を 除 去 で き る 。 こ の よ う な に 歪 曲 電 圧 を
正 確 に 又 容 易 に 無 く す こ と が 出 来 る た め 、 図 ５ に 示 す よ う な 配 列 及 び 構 造 を 有 し 、 単 一 共
通 配 線 が 形 成 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 は フ リ ッ カ を 減 ら し 、 均 一 な 表 示 コ ン ト ラ ス ト 及 び 明 る
さ を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 本 実 施 の 形 態 は 、 共 通 構 造 上 に 保 持 容 量 を 有 す る 。 本 実 施 の 形 態 は 、
ゲ ー ト 構 造 上 に 保 持 容 量 の 配 列 を 有 す る こ と も 出 来 る 。 図 ７ は 、 ゲ ー ト 構 造 上 の 保 持 上 に
単 一 共 通 配 線 100を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】

　 又 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 ８ － 図 １ ５ を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。 図 ８
－ 図 １ ５ に 示 す 各 々 の 実 施 の 形 態 は 、 図 ５ に 示 し た よ う な 効 果 と 同 一 な 効 果 が 得 ら れ る 。
又 こ れ ら の 実 施 の 形 態 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 構 造 上 の 保 持 、 又 は ゲ ー ト 構 造 上 の 保 持 に
適 用 す る こ と も 出 来 る 。 本 実 施 の 形 態 に は 、 共 通 構 造 上 の 保 持 に つ い て 説 明 し た が 、 ゲ ー
ト 構 造 上 の 保 持 に 適 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　
　 図 ８ は 実 施 の 形 態 ２ を 示 す 。 実 施 の 形 態 ２ は 、 単 一 共 通 配 線 だ け を 含 む 。 然 し 、 図 ６ －
図 １ ５ に 示 す 実 施 の 形 態 の 目 的 の た め に 図 ４ に 示 す 前 記 単 一 共 通 配 線 100は 、 第 １ 共 通 配
線 100と し て 説 明 し 、 図 ８ に 示 す 単 一 共 通 配 線 110は 第 ２ 共 通 配 線 110と し て 以 後 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ に 示 す 前 記 実 施 の 形 態 １ の 第 １ 共 通 配 線 100と 図 ８ に 示 す 前 記 実 施 の 形 態 ２ の 第 ２
共 通 配 線 110と の 差 異 点 は 、 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110が 前 記 表 示 領 域 の 右 側 に 位 置 さ れ 、 又 前
記 第 ２ 共 通 パ ッ ド 210bに 連 結 さ れ て い る こ と で あ る 。 前 記 第 ２ 共 通 パ ッ ド 210bは 、 そ れ に
沿 っ て 配 置 さ れ た 複 数 の 連 結 端 子 131を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110は 、 前 記 表 示 領 域 の 右 側 に 沿 っ て 第 ２ 共 通 パ ッ
ド 210bか ら 延 長 さ れ る が 、 前 記 表 示 領 域 の 底 面 か ら は 延 長 さ れ な い 。 前 記 第 １ 共 通 パ ッ ド
210aは 、 単 一 第 １ 連 結 端 子 130を 含 み 、 図 ５ の 実 施 の 形 態 １ に 示 す よ う に 前 記 表 示 領 域 の
底 面 に 沿 っ て は 延 長 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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実 施 の 形 態 ２ ～ ８ ．

実 施 の 形 態 ２ ．



　 図 ８ の 実 施 の 形 態 ２ で は 、 表 示 領 域 の 中 央 部 で の 共 通 電 圧 の 歪 み 量 が 計 算 で き て 前 述 の
よ う に 補 償 で き る よ う に 、 第 １ 共 通 パ ッ ド ２ １ ０ ａ は 入 力 共 通 電 圧 を 検 出 す る た め に 使 う
こ と が で き 、 第 ２ 共 通 パ ッ ド ２ １ ０ ｂ は 出 力 共 通 電 圧 を 検 出 す る よ う に 使 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 単 一 共 通 線 の み を 含 む こ れ ら 実 施 の 形 態 に よ り 、 よ り 正 確 で 信 頼 で き る 電 圧 降 下 の 計 算
が で き る の で 、 図 ５ － 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 さ れ た 実 施 の 形 態 で 示 さ れ た 単 一 共 通 線 は 、 図 ９
－ 図 １ ５ に 示 さ れ る 実 施 の 形 態 と 比 較 さ れ る 点 を 指 摘 し て お く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　
　 図 ９ は 、 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 100は 、 前 記 表
示 領 域 の 底 面 に 位 置 さ れ て い る 。 又 、 本 実 施 の 形 態 は 、 前 記 デ ー タ 配 線 123と 平 行 に 表 示
領 域 の 外 側 部 に 配 置 さ れ た 第 ２ 共 通 配 線 110を 含 む 。 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110は 、 図 ９ に 示 す
よ う に 前 記 表 示 領 域 の 右 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110は 、 各 々 分 離 し て 形 成
さ れ 、 連 続 に 形 成 さ れ て な い 。 前 記 第 １ 共 通 配 線 100と 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110間 の 分 離 は 、
図 ９ に 示 す よ う に 、 前 記 二 つ の 共 通 配 線 100、 110間 の 空 間 の 形 態 で 前 記 表 示 領 域 の 下 右 隅
部 に あ る 。 前 記 空 間 は 、 第 １ 共 通 線 １ ０ ０ 及 び 第 ２ 共 通 線 １ １ ０ が 連 続 し て 形 成 さ れ 、 あ
る い は 接 続 さ れ る こ と が な い よ う に 形 成 さ れ な け れ ば な ら ず 、 こ れ に よ り 表 示 領 域 の ほ ぼ
中 央 部 で 生 じ る 電 圧 降 下 の 計 測 が で き る 。 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110
の 配 列 及 び 構 造 の 結 果 、 前 記 表 示 領 域 の 下 左 隅 部 に 位 置 さ れ た 前 記 第 １ 共 通 パ ッ ド 210aで
印 加 さ れ た 入 力 電 圧 を 測 定 す る こ と が 出 来 、 又 前 記 表 示 領 域 の 上 右 隅 部 に 位 置 さ れ た 前 記
第 ２ 共 通 パ ッ ド 210bで 印 加 さ れ た 出 力 電 圧 の 結 果 を 測 定 す る こ と が 出 来 る 。 前 記 測 定 さ れ
た 二 つ の 電 圧 間 の 差 に よ り 、 前 記 表 示 領 域 の ほ ぼ 中 央 部 に 発 生 す る 電 圧 降 下 を 正 確 に 測 定
す る こ と が で き る 。 前 述 の よ う に 、 電 圧 降 下 は 補 償 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ９ 及 び 図 ５ － 図 １ ５ に 示 す よ う に 共 通 電 極 114は 、 従 来 の 共 通 電 極 14と 同 様 に 上 板 に
配 置 さ れ て い る 。 前 記 共 通 電 極 114は 前 記 第 １ 共 通 配 線 100を 通 し て 前 記 第 １ 連 結 端 子 130
に 連 結 さ れ 、 又 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110を 通 し て 前 記 第 ２ 連 結 端 子 131に 連 結 さ れ て い る 。 本
実 施 の 形 態 は 、 前 記 共 通 電 極 114に 連 結 さ れ た 導 電 配 線 120を 加 え て 構 成 す る こ と が 出 来 、
又 前 記 実 施 の 形 態 １ に 記 述 し た 効 果 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 １ ０ は 、 図 ９ の 実 施 の 形 態 か ら 派 生 さ れ た 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 。 図 １ ０ に 示 す よ う
に 本 実 施 の 形 態 ４ は 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110に 連 結 さ れ た 静 電 気
防 止 回 路 200を 加 え て 構 成 さ れ る 。 前 記 静 電 気 防 止 回 路 200は 、 前 記 配 線 100、 110間 で 高 い
電 圧 差 が 発 生 す る 時 だ け に 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110に 電 気 的 に 連 結
さ れ る 。 前 記 配 線 100、 110間 で 電 圧 差 が 低 い 時 、 若 し く は 静 電 気 が 無 い 場 合 に は 、 前 記 第
１ 共 通 配 線 100及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110に 電 気 的 に 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 １ １ の 実 施 の 形 態 ５ は 、 図 ９ に 示 す 実 施 の 形 態 よ り 様 々 な 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び
前 記 第 ２ 共 通 配 線 110の 配 列 及 び 構 造 示 す 。 本 実 施 の 形 態 は 、 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110が 占 め
る 領 域 は 減 ら れ 、 又 前 記 第 １ 共 通 配 線 100が 占 め る 領 域 は 前 記 表 示 領 域 の 右 側 に 沿 っ て 延
長 し 、 又 底 面 に 沿 っ て 延 長 し て 増 加 さ れ た 。 然 し 、 前 記 第 １ ， 第 ２ 共 通 配 線 100、 110は 、
表 示 領 域 の 中 央 部 で 発 生 す る 共 通 電 圧 の 歪 曲 の 正 確 な 量 を 計 算 す る た め に 、 前 記 第 ２ 共 通
パ ッ ド 210bで 測 定 す る た め の 出 力 電 圧 及 び 前 記 第 １ 共 通 パ ッ ド 210aで 測 定 す る た め の 入 力
電 圧 の た め の 空 間 の た め 、 連 結 さ れ て い な く 、 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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実 施 の 形 態 ３ ．

実 施 の 形 態 ４ ．

実 施 の 形 態 ５ ．



　 又 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 実 施 の 形 態 ６ に は 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110の 領 域 は 延 長 さ れ る こ
と が 出 来 、 又 前 記 第 １ 共 通 配 線 100の 領 域 を 減 ら す こ と が 出 来 る 。 従 っ て 本 実 施 の 形 態 に
は 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 100は 表 示 領 域 の 底 面 だ け に 沿 っ て 延 長 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ 共 通
配 線 110は 表 示 領 域 の 右 部 に 沿 っ て 延 長 さ れ る と 共 に 表 示 領 域 の 底 面 に も 沿 っ て 延 長 さ れ
て い る 。 然 し 、 前 記 第 １ ， 第 ２ 共 通 配 線 100、 110は 、 表 示 領 域 の 中 央 部 で 発 生 す る 共 通 電
圧 の 歪 曲 の 正 確 な 量 を 計 算 す る た め に 、 前 記 第 ２ 共 通 パ ッ ド 210bで 測 定 す る た め の 出 力 電
圧 及 び 前 記 第 １ 共 通 パ ッ ド 210aで 測 定 す る た め の 入 力 電 圧 の た め の 空 間 の た め 、 連 結 さ れ
て い な く 、 分 離 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
従 っ て 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す よ う に 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110の
形 状 は 、 前 述 し た よ う に 電 圧 降 下 を 正 確 に 計 算 し 、 補 償 す る た め に 前 記 第 １ 共 通 配 線 を 所
望 の と お り 長 く す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】

　 又 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ７ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 少 な く と も 二 つ の 領 域 で 分 離 さ れ 、
又 独 立 し た セ グ メ ン ト か ら 構 成 さ れ る 前 記 第 １ 共 通 配 線 100を 含 む 。 あ る い は 、 図 １ ４ に
示 す よ う に 少 な く と も 二 つ の 領 域 で 分 離 さ れ 、 又 独 立 し た セ グ メ ン ト か ら 構 成 さ れ る 前 記
第 ２ 共 通 配 線 110を 含 む こ と も 出 来 る 。 図 示 し な い が 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び 前 記 第 ２
共 通 配 線 110を 少 な く と も 二 つ の 領 域 で 分 離 し 、 独 立 し た セ グ メ ン ト で 構 成 す る こ と も 出
来 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】

　 又 、 あ る い は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 実 施 の 形 態 ８ は 、 複 数 個 で 分 離 さ れ 、 又 特 立 の セ グ
メ ン ト か ら 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110を 構 成 す る こ と も 出 来 る 。 図 １
５ に は 図 示 し な い が 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び 前 記 第 ２ 共 通 配 線 110中 の 一 つ は 複 数 個 で
分 離 さ れ 、 又 独 立 の セ グ メ ン ト か ら 構 成 す る こ と が 出 来 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 100及 び 前 記
第 ２ 共 通 配 線 110中 の 他 の 一 つ は 単 一 の 独 立 的 セ グ メ ン ト で 構 成 さ れ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 述 の 如 く 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 単 一 共 通 配 線 、 又 は 独 立 的 に 分 離 さ れ た 第 １ 、 第
２ 共 通 配 線 を 有 し 、 前 記 第 １ 共 通 配 線 は 共 通 電 圧 を 印 加 す る た め の 第 １ パ ッ ド を 含 み 、 前
記 共 通 電 圧 を 検 査 す る た め の 第 ２ パ ッ ド を 含 む 第 ２ 共 通 配 線 を 提 供 す る 。 前 記 単 一 共 通 配
線 、 又 は 独 立 的 に 分 離 形 成 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 共 通 配 線 の 配 列 及 び 構 造 の 結 果 、 入 力 及 び 出
力 共 通 電 圧 は 正 確 に 検 出 さ れ 、 こ れ ら の 間 の 差 が 正 確 に 計 算 さ れ 、 表 示 領 域 の ほ ぼ 中 心 部
に 存 在 す る 電 圧 歪 み を 補 正 す る た め の 補 償 電 圧 を 供 給 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発 明
に よ る 実 施 の 形 態 は 、 従 来 の 装 置 で 使 用 さ れ た 第 ３ 駆 動 回 路 の 要 求 を 無 く し 、 共 通 電 極 に
連 結 さ れ た 導 電 配 線 を 通 し て 前 記 共 通 電 極 に 補 償 電 圧 を 印 加 し て 計 算 す る こ と に よ り 、 前
記 共 通 電 圧 の 歪 曲 を 解 決 す る こ と が 出 来 る 。 そ の 結 果 、 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 は 、 フ リ
ッ カ を 無 く し 、 コ ン ト ラ ス ト 及 び 明 る さ の よ う な 、 表 示 品 質 の 均 一 性 を 獲 得 す る こ と が 可
能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 の 一 般 的 な 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 と ド ラ イ バ IC共 通 電 極 及 び シ ル バ ー ド ッ ト (Ag do
t)を 示 す 平 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 共 通 電 極 と ド ラ イ バ IC共 通 電 極 及 び シ ル バ ー ド ッ ト (Ag do
t)を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 構 造 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 単 一 共 通 配 線 だ け を 含 み 、 共 通 構 造 上 の 保 持 容
量 を 有 す る 実 施 の 形 態 １ を 示 す 平 面 図 。
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実 施 の 形 態 ６ ．

実 施 の 形 態 ７ ．

実 施 の 形 態 ８ ．



【 図 ６ 】 図 ５ の 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 単 一 共 通 配 線 だ け を 含 み 、 ゲ ー ト 構 造 上 の 保 持
容 量 を 有 す る 実 施 の 形 態 １ を 示 す 平 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 単 一 共 通 配 線 を 含 む 実 施 の 形 態 ２ を 示 す 平 面 図
。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 各 々 分 離 さ れ た 第 １ 共 通 電 圧 配 線 と 第 ２ 共 通 電
圧 配 線 を 含 む 実 施 の 形 態 ３ を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 各 々 分 離 さ れ た 第 １ 共 通 電 圧 配 線 と 第 ２ 共 通
電 圧 配 線 及 び そ れ ら に 連 結 さ れ た 静 電 気 防 止 回 路 を 含 む 実 施 の 形 態 ４ を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 各 々 分 離 さ れ た 第 １ 共 通 電 圧 配 線 と 第 ２ 共 通
電 圧 配 線 を 含 む 実 施 の 形 態 ５ を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 各 々 分 離 さ れ た 第 １ 共 通 電 圧 配 線 と 第 ２ 共 通
電 圧 配 線 を 含 む 実 施 の 形 態 ６ を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 分 離 さ れ た 二 領 域 か ら 構 成 さ れ る 第 １ 共 通 電
圧 配 線 を 含 む 実 施 の 形 態 ７ を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 分 離 さ れ た 二 領 域 か ら 構 成 さ れ る 第 ２ 共 通 電
圧 配 線 を 含 む 実 施 の 形 態 ８ を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 複 数 の 違 う セ グ メ ン ト か ら 構 成 さ れ る 第 １ 共
通 電 圧 配 線 と 第 ２ 共 通 電 圧 配 線 を 含 む 実 施 の 形 態 ８ を 示 す 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ ０  下 板
１ １  上 板
１ ２  偏 光 板
１ ３  カ ラ ー フ ィ ル タ ー
１ ４  共 通 電 極
１ ５  液 晶
２ ０  画 素 電 極
２ １  薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
２ ３  デ ー タ 配 線
２ ４  ス キ ャ ン 配 線
３ ０  共 通 電 圧 配 線
４ ０  シ ル バ ー ド ッ ト (Ag dot)
５ ０ 、 １ ２ ０  導 電 性 配 線
１ ０ ０  第 １ 共 通 電 圧 配 線
１ １ ０  第 ２ 共 通 電 圧 配 線
１ ３ ０  第 １ 共 通 電 圧 配 線 の シ ル バ ー ド ッ ト
１ ３ １  第 ２ 共 通 電 圧 配 線 の シ ル バ ー ド ッ ト
１ ３ ４  出 力 パ ッ ト の シ ル バ ー ド ッ ト
２ ０ ０  静 電 気 防 止 回 路
２ １ ０  出 力 パ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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